
宮
陵
会
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
！

ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
察
し

申
し
上
げ
ま
す
。

「
お
お
っ
」
と
お
も
わ
ず
声
を
上
げ

そ
う
に
な
っ
た
秋
田
魁
新
報
九
月
二
十

日
朝
刊
の
一
面
ト
ッ
プ
記
事
。
神
大
工

学
部
の
航
空
宇
宙
構
造
研
究
室
と
学
生

で
つ
く
る
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
が
能
代
市

に
お
い
て
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
国
内
高
度

一
〇
・
七
キ
ロ
の
最
高
記
録
を
達
成
し

た
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
。
ま
た
、
今
春
二

月
の
第
七
六
回
び
わ
湖
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、

日
本
国
内
最
高
記
録
二
時
間
四
分
五
六

秒
の
日
本
新
記
録
で
優
勝
し
た
鈴
木
健

吾
選
手
の
活
躍
（
母
校
陸
上
競
技
部
Ｏ

Ｂ
・
第
九
三
回
箱
根
駅
伝
二
区
区
間
賞
）
。

目
覚
ま
し
い
本
学
躍
進
の
流
れ
は
、

一
挙
に
ギ
ヤ
を
加
速
さ
せ
、
二
〇
二
一

年
春
、
横
浜
・
み
な
と
み
ら
い
に
新
キ
ャ

ン
パ
ス
が
誕
生
。
「
世
界
は
呼
ぶ
、
世

界
は
呼
ぶ
」
と
、
浜
の
風
に
吹
か
れ
聞

こ
え
て
く
る
母
校
の
校
歌
に
相
応
し
い

現
況
で
す
。

手
元
に
あ
る
平
成
八
年
九
月
か
ら
実

施
す
る
と
記
載
さ
れ
た
秋
田
県
宮
陵
会

の
会
則
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

神
奈
川
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
以
っ
て
目
的
と
す
る
。

本
会
の
事
業
は
、
一
、
会
員
名
簿
の

作
成
、
発
行
、
二
、
会
報
の
発
行
、
三
、

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項
、
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
会
報
の
発

行
は
、
平
成
二
七
年
九
月
齋
藤
繁
樹
氏

（
幹
事
長
昭
和
５
１
年
経
済
学
科
卒
）

に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
掛
け
声
も
む
な

し
く
響
き
、
第
二
号
の
発
行
は
陽
の
目

を
見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
こ
の
度
、
秋
田
市
会
議
員
安
井
誠

悦
氏
（
副
幹
事
長

昭
和
５
７
年
経
済

学
科
卒
）
を
中
心
と
し
た
精
力
的
な
ご

尽
力
の
も
と
、
六
年
振
り
に
発
行
の
環

境
を
整
備
し
、
次
号
を
発
行
す
る
事
が

出
来
た
次
第
で
す
。
同
窓
の
皆
様
か
ら

温
か
い
、
心
あ
る
寄
稿
の
元
、
や
っ
と

ご
案
内
出
来
る
事
に
感
謝
の
言
葉
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

「
春
の
光
溢
る
る
野
辺
の
柔
か
き
草

生
（
く
さ
ふ
）
の
上
に
み
ど
り
ご
を
置

く
」
。
こ
の
歌
は
、
上
皇
后
美
智
子
さ

ま
が
、
初
孫
と
し
て
可
愛
が
っ
て
い
た

眞
子
さ
ま
の
誕
生
を
和
歌
に
残
し
た
も

の
で
す
。
十
月
二
十
六
日
眞
子
さ
ま
は
、

強
い
一
途
な
思
い
を
貫
き
、
ご
結
婚
さ

れ
ま
し
た
。
受
け
た
心
無
い
誹
謗
中
傷

を
乗
り
越
え
、
実
に
四
年
余
の
歳
月
、

愛
を
育
ま
れ
た
の
で
す
。

「
情
熱
が
な
け
れ
ば
偉
大
な
こ
と
は

何
ひ
と
つ
達
成
で
き
な
い
」
と
は
、
ア

メ
リ
カ
の
哲
学
者
・
詩
人
、
ラ
ル
フ
・

エ
マ
ー
ソ
ン
の
言
葉
で
す
。
出
来
な
い

こ
と
と
、
し
な
い
こ
と
は
別
だ
。
出
来

な
い
不
安
か
ら
可
能
性
は
育
た
な
い
。

情
熱
が
手
繰
り
寄
せ
た
会
報
の
発
行

が
、
代
を
超
え
て
引
き
継
が
れ
、
会
員

相
互
の
絆
の
夜
明
け
に
な
れ
た
な
ら
、

望
外
の
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
秋
田
県
宮
陵
会
に
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

１
９
２
８
年
に
横
浜
の
地
に
創
設
し

た
神
奈
川
大
学
は
、
も
う
す
ぐ
百
周
年

を
迎
え
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
全
て

の
学
部
が
横
浜
に
終
結
し
ま
す
。
そ
れ

に
向
け
、
今
年
の
４
月
、
新
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
が
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
地
区

に
完
成
し
、
経
営
学
部
、
外
国
語
学
部
、

国
際
日
本
学
部
が
入
り
ま
し
た
。
学
生

の
学
び
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
街
に

広
く
開
か
れ
、
社
会
と
繋
が
る
場
。
人

と
文
化
が
交
わ
れ
る
「
知
の
拠
点
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
最

上
階
２
１
階
か
ら
は
、
東
側
に
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
や
東
京
タ
ワ
ー
が
、
西
側
に
は

富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、
是
非
、
皆
さ
ん

一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
み
な
と
み
ら
い
駅
か
ら
５
２
０
歩

・
横
浜
駅
か
ら
１
３
７
９
歩
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横
浜
み
な
と
み
ら
い
新
キ
ャ
ン
パ
ス
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会
報
の
復
刊
に
想
う

会

長

伊

藤

惠

一
（
昭
和
４
４
年
法
律
学
科
卒

）

情
熱
の
夜
明
け

会報発行は年１回となります。原稿や写真、トッピックスなど随時募集しております。



令
和
三
年
十
一
月
十
三
日
、
青
森
県

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
で
第
三
四
回
神

奈
川
大
学
宮
陵
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

が
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
か
ら
伊
藤
会
長

と
齋
藤
幹
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
神
奈
川
大
学
秋
田
県

宮
陵
会
の
総
会
が
、
七
月
十
日
ア
キ
タ

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
の
収
支
決
算
及
び
活
動
報

告
並
び
に
令
和
三
年
度
の
収
支
予
算
及

び
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
懇
親
会
や
講
演
会

な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
現
下
の
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
だ
け

３
回
実
施
さ
れ
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
心
新
た
に
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
お
誘
い

合
わ
せ
頂
き
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
七
年
九
月
以
来
の
第
２
号
と

な
っ
た
会
報
。
印
刷
以
外
は
全
く
の
素

人
手
作
り
で
、
持
続
可
能
な
も
の
と
な

る
よ
う
低
予
算
で
簡
潔
に
作
成
す
る
こ

と
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
。
未
来
永
劫

続
く
会
報
の
嚆
矢
と
な
り
、
数
年
後
に

は
、
第
２
号
の
編
集
が
何
と
粗
末
で
あ
っ

た
こ
と
か
と
回
想
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
早
期
に
収
束
す

る
こ
と
を
思
い
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
安
井
）
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編
集
後
記

神
大
卒
業
後
、
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ

秋
田
へ
加
入
し
、
不
動
の
セ
ン
タ
ー

バ
ッ
ク
と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得
。
。

昨
年
、
Ｊ
３
リ
ー
グ
優
勝
の
原
動
力

と
な
り
、
今
季
は
キ
ャ
ン
プ
で
右
肩

を
負
傷
し
、
後
半
戦
か
ら
の
出
場
と

な
っ
た
が
、
Ｊ
２
残
留
へ
向
け
、
フ
ィ

ジ
カ
ル
と
圧
倒
的
空
中
戦
の
強
さ
を

武
器
に
貴
重
な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

◇
同
選
手
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ

秋
田
の
印
象
は

Ａ

第
二
の
故
郷
（
仙
台
出
身
）
。

豊
か
な
自
然
と
稲
庭
う
ど
ん
や
切
り

た
ん
ぽ
な
ど
、
食
べ
物
が
美
味
し
い
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は

Ａ

い
つ
か
は
海
外
へ
挑
戦
し
て
み

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
秋
田
を
Ｊ

１
へ
。
ま
ず
は
、
Ｊ
２
残
留
。

Ｑ

オ
フ
の
過
ご
し
方
は

Ａ

普
段
は
自
宅
で
洋
画
鑑
賞
。
ア

ウ
ト
ド
ア
も
好
き
で
、
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
を
仲
間
と
。
田
沢
湖
が
一
番
。
夜

は
殆
ど
自
炊
。
切
り
た
ん
ぽ
も
作
る
。

Ｑ

神
大
宮
陵
会
員
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ａ

県
内
に
沢
山
の
校
友
会
の
先
輩

が
い
て
驚
き
と
感
動
。
是
非
、
ス
タ

ジ
ア
ム
に
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
！

千
田
海
人
（
Ｈ
３
０
外
国
語
学
部
卒
）
Ｊ
２
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
鉄
壁
Ｄ
Ｆ
背
番
号
５

令和２年度収支決算及び令和３年度収支予算

【収入】 (単位：円)

科 目 ２年度決算額 ３年度予算額 摘 要

前年度繰越 585,914 611,327

会費 76,000 100,000 年会費2,000

総会等会費 0 200,000 総会,新年会

助成金 45,079 100,000 宮陵会本部

幹事会会費 0 20,000

雑収入 4 4 利息等

合 計 706,997 1,031,331

【支出】

会議費 6,872 240,000 総会,新年会

幹事会費 0 30,000

事務費 26,239 60,000 事務労務費

印刷費 0 50,000 会報等

通信費 41,030 140,000 切手他

旅費 0 150,000 東北大会等

雑費 0 50,000

予備費 21,429 311,331 ＨＰ更新料

合 計 95,670 1,031,331

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
青
森
で
開
催

令
和
三
年
度
秋
田
県
総
会
を
開
催


